
◆4月の講座
演 題  謎の忍術家は実在した！

－近現代の知られざる忍術家たち－
講 師  国際忍者学会運営委員　酒
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甲賀流忍者について学び極秘忍務に挑戦
～甲賀流ちびっこ忍者教室～

卒業生からの贈りもの
～希望ヶ丘小階段アート制作～

戦没者の遺留品が遺族のもとに
～戦争遺留品返還式～
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今回は第 22 回 NHK 全国俳句大会で応募数 40,144
句の中から、６歳にして見事、特選一席に選ばれた椋
さんと同大会で入選に選ばれた椋さんのひいおばあさ
んで俳句の師匠でもある昭子さんにお話を伺いました。
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入選証
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　甲賀流忍者の歴史と甲賀に伝わる忍術を知っ
てもらうための「甲賀流ちびっこ忍者教室」が2
月14日、甲賀流リアル忍者館で開催されました。
　参加した児童は、好きな色の忍者衣装に着替
え、講師の嵩

た か

丸
ま る

さんから甲賀流忍者についての
話を聞いたあと、忍者の呼吸法や歩き方、隠れ
方を学びました。
　最後に極秘忍務が与えられ、この日学んだ歩
き方や隠れ方を駆使して、敵から身を隠しなが
ら情報収集を行いました。

　希望ヶ丘小学校の正面玄関前
階段に卒業生99人によりタイルを
使った虹の階段アートが制作され
ました。
　デザインした児童は「コロナ禍で暗い気持ちに
なってしまうこともあるが、登校する子たちや付
近を通る地域の人たちに虹を見て明るく元気な
気持ちになってもらえたら」と話しました。
　卒業生からはこのほか、手作りの足踏み式消
毒液スタンドも贈られました。

　戦争遺留品返還式が2月9日、滋賀県公館ゲ
ストルームで行われました。
　この返還式は日本遺族会が米国の非営利団体
「OBON SOCIETY（オボン　ソサエティ）」と
連携して実施しており、太平洋戦争で亡くなられ
た方の遺品を遺族へ返還するものです。
　この日は甲賀市（当時は柏木村）から出征された
辻
つ じ

英
え い

次
じ

さんの軍隊手帳が、終戦から75年以上の
時を経て遺族の辻善

よ し

明
あ き

さんのもとに届けられました。

　テレビなどで活躍する伊沢拓司さんの講演会が
2月20日、あいこうか市民ホールで開催されました。
　伊沢さんは、『「楽しい」から始まる学び』をテーマ
に、時折、参加した児童へ質問を投げかけながら、
自身の学生時代や現在の仕事についてお話しされ
ました。
　参加した児童は、積極的に手を挙げ伊沢さんか
らの質問に答え、最後には伊沢さんが児童からの
質問に答えるコーナーもあり、普段は画面越しに見
ている伊沢さんと直接交流できる貴重な時間を過
ごしました。
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返還された軍隊手帳を
手にする遺族の辻善明
さん（左から3人目）

音を立てずに歩く「忍び足」の
訓練をするちびっこ忍者たち

階段アートの完成を喜
ぶ実行委員の皆さん

穏やかな日差しに春を感じるようにな
ると、亀山公園や太岡寺畷、正法寺山
荘跡など亀山市内の名所で桜が花を咲か
せ、訪れた人たちを楽しませてくれます。
亀山市にお立ち寄りの際には、ぜひご覧
ください。

　三重大学、上野商工会議所、伊賀市が連携して取り
組んでいる三重大学伊賀連携フィールドでは、忍者に
関する学術的研究を行っています。
三重大学国際忍者研究センター公
式YouTubeチャンネルでの動画配
信による講座を開催します。

HP YouTube
チャンネル

※動画配信日や5月～9月の講座など詳しくは、三重大学国際忍者研
究センターホームページをご覧ください。

※場所や見頃などは、亀山
市観光協会ホームページを
ご覧ください。

▲亀山公園

▲太岡寺畷

▲正法寺山荘跡

2021年度前期 忍者・忍術学講座

「三重大学の忍者研究」

三重大学国際忍者研究センター　 0595-51-7154
伊賀市総合政策課

0595-22-9623　 0595-22-9672

華やかに春を彩る
～亀山市内の桜の名所～

亀
山
市

伊
賀
市

URL  http://kameyama-kanko.com/

児童に質問を投
げかける伊沢さん
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　　　（一社）亀山市観光協会　
0595-97-8877

亀山市地域観光課観光交流グループ
0595-96-1215
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